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こ の ま ち と と も に

２０１４年 ４月・５月

「
市
営
久
末
大
谷
住
宅
跡
地
は
造
成

の
課
題
あ
り
、
検
討
中
」
と
答
弁

在
宅
介
護
の
支
援
も
担
う
特
養
ホ
ー
ム
。

Ｈ
26
年
度
末
の
整
備
は
（
表
１
）
の
よ
う

に
高
津
区
が
突
出
し
て
少
な
く
、
高
津
区

内
の
整
備
を
急
ぐ
よ
う
質
問
。

▼
健
康
福
祉
局

長
は
「
高
津
区

の
整
備
が
少
な
い
の
は
認
識
し
て
い
る
の

で
第
６
期
計
画
（
Ｈ
27
・
28
・
29
年
度
）

を
策
定
す
る
な
か
で
検
討
す
る
」
と
答
弁
。

石
田
議
員
は
貴
重
な
市
有
地
で
あ
る
「
市

営
久
末
大
谷
住
宅
跡
地
」
に
特
養
を
と
質

問
。
▼
局
長
は
「
敷
地
の
形
状
か
ら
造
成

等
に
際
し
て
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
の

で
、
跡
地
活

用
の
実
現
性

も
含
め
関
係

局
と
協
議
す

る
等
検
討
を

行
っ
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま

し
た
。

現
場
の
人
材
確
保
に
市
が
支
援
策
を

「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
と
国
が
銘
う
っ

た
新
規
事
業
の
「
24
時
間
対
応
の
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
・
看
護
」
に

つ
い
て
、
▼
局
長
は
「
８
事
業
所
が
開
設
、

１
カ
所
内
定
し
て
い
る
が
、
事
業
者
か
ら

看
護
士
の
確
保
が
課
題
と
聴
い
て
い
る
。

ま
た
、
通
所
や
短
期
入
所
に
加
え
訪
問

介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
複

合
型
事
業
所
」
は
、
小
規
模
多
機
能
型
と

あ
わ
せ
49
カ
所
の
目
標
に
対
し
46
カ
所
ま

で
進
捗
し
て
い
る
」
と
答
弁
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
担
当
地
域

の
高
齢
者
人
口
が
５
５
０
０
人
を
超
え
る

と
専
門
職
を
１
名
増
員
と
し
て
い
ま
す
が

人
材
確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
年

度
予
算
で
は
４
カ
所
増
員
を
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

事
業
者
の
７
～
８
割
超
が
「
人
材
確
保

が
困
難
」
と
回
答
（
高
齢
者
実
態
調
査
）

市
が
２
月
に
ま
と
め
た
「
高
齢
者
実
態

調
査
」
に
よ
る
と
、
居
宅
介
護
事
業
者
の

75
％
、
介
護
保
険
施
設
の
84
％
が
「
人
材

確
保
が
困
難
」
と
回
答
。
前
回
の
調
査
を

上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
市
は
高
齢
者
の
人

口
増
に
伴
い
毎
年
３
０
０
人
の
介
護
人
材

が
必
要
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

人
材
確
保
対
策
の
質
問
に
、
▼
局
長
は

「
無
資
格
の
失
業
者
が
市
内
介
護
施
設
で

働
き
な
が
ら
資
格
を
取
得
し
、
６
か
月
後

に
正
規
雇
用
と
し
て
就
労
を
め
ざ
す
〈
介

護
人
材
育
成
雇
用
事
業
〉
が
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
の
で
、
国
が
積
み
増
し
し

た
県
の
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

交
付
金
」
を
活
用
し
対
象
人
数
を
70
人
と

す
る
予
定
」
と
答
弁
。
国
の
メ
ニ
ュ
ー
だ

け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
な
位
置
づ

け
と
市
独
自
の
対
策
が
必
要
で
す
。

川崎区 6カ所429床

幸 区 7カ所769床

中原区 7カ所515床

高津区 4カ所318床

宮前区 9カ所587床

多摩区 10カ所828床

麻生区 9カ所863床

合 計 52カ所4,309床

交
通
人
身
事
故
が
こ
の
５
年
間
で
47
件
、

う
ち
３
人
の
尊
い
命
が
な
く
な
っ
た
溝
口

交
差
点
。
２
０
１
２
年
、
住
民
の
皆
さ
ん

は
早
急
に
安
全
対
策
を
図
る
よ
う
高
津
警

察
と
区
役
所
に
要
望
。
13
年
に
横
断
歩
道

を
直
線
に
す
る
改
良
は
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
近
、
「
夜
間
の
横
断
歩
道
を
照
ら
す
照

明
の
設
置
」
「
歩
車
分
離
が
出
来
な
い
か
」

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
は
、

本
年
２
月
に
溝
口
交
差
点
を
「
新
た
な
緊

急
渋
滞
対
策
」
の
実
施
カ
所
に
指
定
し
ま

し
た
。
歩
行
者
、
自
転
車
の
安
全
確
保
と

車
の
渋
滞
緩
和
を
整
合
さ
せ
た
対
策
を
と

る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

質
問
で
、
２
０
１
２
年
に
国
土
交
通
省

と
神
奈
川
県
警
が
、
事
故
要
因
に
即
し
た

対
策
を
重
点
的
、
集
中
的
に
と
り
、
そ
の

効
果
を
評
価
し

逐
次
改
善
を

図
る
こ
と
と

し
た
「
事
故

危
険
区
間
」

に
指
定
し
た

こ
と
が
判
り

ま
し
た
。

▼
地
域
安
全
を
管
轄
す
る
市
民
子
ど
も
局

長
は
、
「
夜
間
に
お
け
る
交
差
点
を
見
や

す
く
す
る
た
め
、
照
明
装
置
を
増
設
す
る

方
向
で
検
討
を
進
め
る
と
伺
っ
て
い
る
」

と
答
弁
。
石
田
議
員
は
早
期
の
照
明
設
置

を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
渋
滞
対
策
を
管
轄
す
る
建
設
緑
政
局

長
は
「
交
通
安
全
対
策
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
歩
行
者
、
自
転
車
の
交
通
量
等
詳

細
な
デ
ー
タ
を
検
証
し
な
が
ら
国
土
交
通

省
や
県
警
等
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

安
全
確
保
と
渋
滞
緩
和
に
向
け
た
対
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

溝
口
南
口
地
下
駐
輪
場
と
南
口

広
場
の
バ
ス
乗
り
場
に
つ
い
て

▼
建
設
緑
政
局
長
は
「
地
下
駐
輪
場
は
自

転
車
１
９
０
０
台
を
収
容
し
、
バ
イ
ク
は

周
辺
の
駐
輪
場
に
収
容
す
る
計
画
。
整
備

に
あ
た
り
将
来
の
需
要
予
測
を
行
い
必
要

台
数
を
算
定
し
て
い
る
の
で
、
南
口
地
区

全
体
で
自
転
車
、
バ
イ
ク
の
駐
車
台
数
は

確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
。

南
口
広
場
内
の
バ
ス
乗
り
場
は
５
バ
ー

ス
に
。

高
田
町
行
き
の
バ
ス
乗
り
場
が
広
場
に

入
る
の
か
と
心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

▼
交
通
局
長
は
「
広
場
完
成
後
の
乗
り
入

れ
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
線
、
久
末
線
及
び
久

末
団
地
線
、
高
田
町
行
き
、
柿
生
線
及
び

犬
蔵
線
の
計
５
路
線
を
計
画
し
て
い
る
。

東
急
バ
ス
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い

る
と
伺
っ
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

溝口交差点

市営久末大谷住宅跡地



今
年
も
過
去
最
多
の
入
所
申
請

数
と
不
承
諾
数
（
１
月
28
日
現
在
）

本
年
４
月
の
認
可
保
育
所
の
新
規

の
申
込
み
は
７
８
０
６
人
。
入
所
で

き
な
か
っ
た
不
承
諾
は
２
７
６
２
人

に
も
の
ぼ
り
、
い
ず
れ
も1

月
末
時
点

で
同
時
期
の
過
去
最
多
で
す
。
雇
用

の
悪
化
と
所
得
減
少
の
も
と
で
生
活

困
難
や
不
安
か
ら
一
刻
も
早
く
預
け

て
働
き
た
い
と
い
う
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
切
実
な
実
態
が
広
が
る
中
で
、

こ
の
間
、
認
可
保
育
所
の
緊
急
増
設

で
一
刻
も
早
い
待
機
児
解
消
を
！
認

可
に
入
れ
な
い
子
の
保
育
を
担
う
認

可
外
保
育
施
設
の
援
護
費
の
拡
充
と

保
育
料
の
負
担
軽
減
策
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
育
休
明
け
が
４
月
な
の
に

不
承
諾
だ
っ
た
と
い
う
方
も
。
女
性

が
育
児
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
も
保
育
所
不
足
が
大
き
く
立

ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。

◆
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
は
認
可
保

育
所
が
最
も
多
い

市
長
は
２
０
１
５
年
４
月
に
待
機

児
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
と
明
言
し
、

認
可
保
育
所
の
整
備
等
で
１
５
４
０

人
の
定
員
枠
（
表
２
）
を
増
や
す
こ

と
と
合
わ
せ
、
認
可
外
の
一
つ
で
あ

る
川
崎
認
定
保
育
園
に
つ
い
て
保
育

料
の
補
助
の
拡
大
や
受
入
枠
を
増
や

す
等
を
提
示
。
た
だ
問
題
は
保
育
料

の
負
担
が
軽
く
な
る
こ
と
で
次
年
度

も
認
定
保
育
園
に
留
ま
り
認
可
保
育

所
の
申
請
が
減
る
か
ど
う
か
の
検
証

が
必
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
市
が
２

月
に
ま
と
め
た
〝
子
ど
も
子
育
て
支

援
に
関
す
る
調
査
〟
で
は
、
今
後
の

利
用
希
望
は
認
可
保
育
所
が
最
も
多

く
39
・
５
％
、
幼
稚
園
が
35
・
３
％
、

川
崎
市
が
認
定
し
た
認
可
外
保
育
施

設
は
６
・
７
％
で
し
た
。
園
庭
が
あ

り
、
経
験
豊
か
な
保
育
士
等
が
配
置

さ
れ
て
い
る
認
可
保
育
所
へ
入
所
さ

せ
た
い
と
い
う
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
こ
れ
に
応

え
る
べ
き
で
す
。

◆
認
可
保
育
所
定
員
増
１
５
４

０
人
（
Ｈ
27
年
度
開
設
）
の
内
、

●
高
津
区
分
（
表
２
）

こ
の
間
、
認
可
保
育
所
の
申
請
数

は
市
の
見
込
み
（
毎
年
１
０
０
０
人

ず
つ
増
加
）
を
は
る
か
に
超
え
て
毎

年
１
２
０
０
人
か
ら
１
６
０
０
人
増

加
し
て
き
ま
し
た
。
就
学
前
人
口
の

増
加
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら

認
可
保
育
所
の
入
所
申
請
数
を
的
確

に
見
込
み
、
見
合
う
対
策
が
必
要
で

す
。
市
は
、
今
年4

月
の
申
請
見
込
み

を
２
万
３
千
人
強
と
答
弁
し
ま
し
た

が
共
産
党
の
指
摘
で
２
万
４
千
人
弱

レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
４
月

時
点
の
利
用
申
請
・
入
所
待
機
状
況

が
で
た
段
階
で
、
ま
た
遅
く
て
も
例

年
調
査
し
て
い
る
10
月
段
階
で
、
市

の
整
備
計
画
を
検
証
し
、
必
要
な
認

可
保
育
所
の
整
備
を
上
乗
せ
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。
国
の
「
安
心
子
ど

も
基
金
」
を
活
用
す
れ
ば
さ
ら
な
る

整
備
が
可
能
で
す
。

◆
認
定
保
育
園
の
運
営
と
雇
用

支
援
の
拡
充
を

同
時
に
認
定
保
育
園
の
職
員
配
置

を
充
実
さ
せ
る
支
援
策
と
保
育
士
が

職
場
に
定
着
で
き
る
待
遇
改
善
策
を

求
め
ま
し
た
。
▼
こ
ど
も
本
部
長
は

「
基
本
助
成
費
等
を
助
成
し
安
定
運

営
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
安
定

雇
用
を
支
援
す
る
た
め
に
毎
月
一
定

金
額
を
施
設
規
模
に
応
じ
て
助
成
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

年
度
末
に
改
善
さ
れ
ま
し
た

（
２
０
１
２
年
秋
の
ア
ン
ケ
ー
ト
）

13
年
度
中
に
改
善
が
約
束
さ
れ
て

い
た
場
所
を
今
年
１
月
と
２
月
に
住

民
と
一
緒
に
再
度
要
望
し
、
３
月
実

現
し
ま
し
た
。

①
新
作
３
‐
17
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

②
下
作
延

３
‐
27
マ
ン
シ
ョ

ン
前
の
Ｔ
字
路
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

③
二
子
５
丁
目
と
６
丁

目
の
間
の
歩
行
者
通
行

部
分
の
カ
ラ
ー
舗
装

①
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

市
は
心
身
障
害
者
手
当
を
大
幅
に

削
減
し
た
財
源
で
、
相
談
支
援
事
業

を
再
編
し
１
年
経
過
。
従
来
の
35
カ

所
か
ら
各
区
４
カ
所
28
カ
所
体
制
に

し
、
全
セ
ン
タ
ー
に
複
数
の
相
談
支

援
専
門
員
を
配
置
し
、
障
害
種
別
や

年
齢
を
問
わ
な
い
一
時
相
談
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
い
、
今
ま
で
以
上
の

訪
問
や
同
行
支
援
、
病
院
や
施
設
等

か
ら
の
地
域
移
行
、
支
援
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
方
へ
の
支
援
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
支
援
等
を
行
う
と
し
ま

し
た
。
特
に
精
神
障
害
の
方
が
た
の

相
談
が
増
え
て
い
る
が
つ
な
が
り
に

く
い
と
の
声
も
届
き
、
こ
の
間
、
相

談
員
の
増
員
等
体
制
の
強
化
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

▼
健
康
福
祉
局
長
は
「
相
談
支
援
員

２
名
体
制
の
セ
ン
タ
ー
に
新
年
度
、

事
務
補
助
の
非
常
勤
を
１
名
配
置
す

る
」
と
答
弁
。
市
は
、
約
５
７
０
０

名
の
方
が
〈
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
〉

の
作
成
を
必
要
と
見
込
ん
で
い
る
の

に
、
現
在
約
８
２
０
名
作
成
の
み
で

す
。
作
成
を
担
う
指
定
特
定
相
談
事

業
所
を
増
や
す
こ
と
と
、
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
増
設
と
増
員
が
ど
う
し

て
も
必
要
で
す
。
▼
局
長
は

「
今
後
の
体
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
各
区
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
当

事
者
、
ご
家
族
、
事
業
所
の
意
見
を

し
っ
か
り
聴
取
し
な
が
ら
体
制
の
充

実
を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

②
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
を

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
多
様

な
ニ
ー
ズ
や
障
害
特
性
に
応
じ
た
日

中
活
動
の
場
を
提
供
す
る
小
規
模
な

通
所
施
設
で
す
。
特
別
支
援
学
校
卒

業
生
の
進
路
先
の
確
保
等
を
担
う
と

と
も
に
、
自
主
製
品
の
製
作
や
販
売

等
の
活
動
を
と
お
し
地
域
と
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
募
集

に
対
し
、
毎
年
９
～
13
カ
所
の
応
募

法
人
が
あ
り
ま
す
が
、
選
考
さ
れ
る

の
は
毎
年
４
カ
所
で
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活

す
る
た
め
に
、
選
考
数
を
増
や
す
こ

と
と
、
選
考
基
準
に
地
域
の
特
性
や

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
入
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
質
問
。
▼
局
長
は
「
特
別
支

援
学
校
の
卒
業
生
の
見
込
み
や
通
所

施
設
全
体
の
設
置
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
次
期
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
策
定
の
な
か
で
検
討
す

る
」
と
答
弁
。

●新築（全市で６カ所４３０名）

梶ヶ谷駅周辺 60名

（鉄道事業者活用型整備）

二子１丁目地内30名

（民間事業者自主整備）

●--公立保育所民営化で定員増

（全市で３カ所50名増）

諏訪保育園の民営化で定員

30名増

○民間事業者活用型保育所

（全市的に場所未定）

全市で60名定員×14カ所＝８

４０名（賃貸物件の改修で民間

事業者が整備）

○その他、民有地借上型（全市

で２カ所１８０名増）、民間保

育所の定員増（全市２カ所40名

増）＝高津区該当なし。計１５

４０人中、高津区内の現在わかっ

ている整備は１２０名分です。

２０１４年 ４月・５月 №９８


